
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○自分の思いや考えをもち、進んで表現
できる児童の育成を目指して、楽しく学
び、成長を実感できる授業の実践

○「授業が楽しい」と思える児童の割合
を85％以上にする。
○「自分の考えをもつことができた」と思
える児童の割合を85％以上にする。

・校内研究を充実させ、日々の授業づくりに生かせる
ような校内体制をつくる。
・基礎的・基本的な知識及び技能を育むため、音読や
計算練習などに繰り返し取り組ませ、内容を確実に定
着させる。
・課題との出会いを大切にし、課題解決のための見通
しを丁寧に行うなど工夫した授業実践に取り組む。

B

・昨年度の校内研究の成果と課題を見直し、校内研究
の校内体制を提案した。
・朝の学級の時間や家庭学習の取り組ませ方を工夫し
て、音読や計算練習などに繰り返し取り組ませている。
・児童の実態に応じて工夫した授業実践に今後も取り
組んでいく。

B

・校内研究を充実させることで校内体制を整えた。日々の授業づく
りに生かすことができた。
・だいたいの児童が「授業が分かりやすい」また「自分の考えをもと
うとしている」と回答している。一方で、「自分の考えを伝える」こと
には課題が見られる。
・今後も、基礎的・基本的な知識及び技能を育むために、音読や計
算練習などに繰り返し取り組ませていく。

B

・先生方は、一生懸命取り組まれていると思う。親に基
礎・基本や家庭学習の大切さをいかに理解してもらえ
るか、いろいろな親がいる中で難しい面もあると思う
が、その取組へのちょっとした工夫を考えていってもら
いたい。
・本を読む習慣を身に付けさせることは大切なことであ
る。個々の家庭による違いもあるだろうが、ぜひ、読書
の推進をお願いしたい。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学校は様々な資料等を活用し、心の
教育に積極的に取り組んでいると答える
保護者を80％以上にする。

・「いのちの教育」指導資料を活用した道
徳年間計画を作成し、道徳の授業の実
践を行う。
・学級通信等で積極的に道徳の授業の
様子を発信して道徳教育への関心を高
め、家庭と学校とが協力して心の教育に
向かうことができるようにする。

B

・道徳年間計画に沿って実践しているが、「いのち
の教育」指導資料の活用はこれからである。
・各学級の通信等で、道徳授業の公開を知らせ、
道徳の授業参観を6月に行った。
・「すてきの木」を作成し、子どもたちの「すてき」を
掲示している。

A

・３学期にそれぞれの学級にあった「いのちの教
育」の実践を行うことができた。
・保護者アンケートを通して、子どもたちの心の教
育につながっていると思うという回答が８０％を超
えた。
・「すてきの木」を通して、子どもたちの良さを掲示
することができた。

A

・中間評価でBであったのは、２学期までに取
り組めなかったということだと分かった。その
後きちんと実践できて良かったと思う。
・玄関に掲示してある、「すてきの木」を拝見し
た。先生方が、子どもたちをよく見ておられ、
たくさんの誉め言葉があった。これからも、こ
の取組は継続していってほしい。

・道徳教育推進担当者
・人権･同和教育担当者
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「月のこころ」アンケート」で、「学校が
楽しい」と答える児童が90％以上になる
ようにする。

・毎月末に「月のこころ」アンケートを実
施し､児童の心の状態の把握に努める。
・職員連絡会(週１回）で生徒指導につい
て話す場を設定し、共通理解を図る。 A

・月のこころで、児童の心の状態を把握し、相
談希望があればすぐに対応した。
・連絡会で児童の様子や支援の在り方につい
て共通理解を図った。 A

・「月のこころ」アンケートで、95.4％の児童が、「学校が楽しい」と回
答した。児童の悩みには、担任と情報共有しながら対応することが
できた。
・職員連絡会で気になる児童の様子を共有し、支援等について共
通理解を図った。
・気になる児童は校内支援委員会、ケース会議を開き、一貫した支
援となるよう努め、全職員で指導支援にあたることができた。

A

・今は、いじめの定義が我々の頃とは変わったと
思う。本人が嫌な思いをしたらいじめと認知すると
いう校長先生の説明を聞いて、認知として挙げら
れている事例について納得できた。今後も、先生
方のきめ細やかな対応をお願いしたい。

・生活部
・教育相談担当者

●◎夢や目標の実現に向けて努力しよ
うとする意欲を高める教育活動の推進

●「先生や友達からほめられることがあ
る」と思う児童を80％以上にする。
●自分の夢や目標の実現に向けて、努
力していきたいと思う児童を90％以上に
する。

・様々な教育活動を通して、お互いの良
さや頑張りを認め合う機会をつくる。児
童同士だけではなく、教員も児童の良さ
を積極的に褒める場を設ける。
・努力することの大切さを感じ取らせるた
めに、学習や体験活動、行事への取組
等において学びの振り返りを行う。

B

・「ありがとうの花」には、友達からしてもらって嬉しかっ
たことがたくさん書かれ、「すてきの木」には教員から児
童へ称賛することを掲示し、褒める場を設けている。
・学びの振り返りを行い、自分の努力を確認している。
しかし、自分の夢や目標の実現に向けて短期的な目標
は立てることができているが、将来の夢へとつなぐとこ
ろまでは至っていない。 B

・86％の児童が、先生や友達から良さを認めてもらっている
と考えており、自分の長所は分かっていると思われるが、反
面「自分に良いところがあると思いますか」という問いに対し
ては、肯定的に捉える児童が74％にとどまっている。今後
も、「ありがとうの木」や「すてきの木」を継続して、更に一人
一人の頑張りや良さに目を向けていきたい。
・児童の94%が自分の夢や目標をもち、その夢に向けて努力
しようとしている。しかし、失敗を恐れて物事に挑戦しようと
する気持ちが弱いという結果もあり、次年度はその手立てを
考えていきたい。

A

・子どもの良さを褒めて伸ばすという、学校側
の姿勢が伝わってくる。今後も継続してほし
い。
・「自分に良いところがあると思いますか」とい
う問いに対しての答えでは、自己肯定感が低
いという面もあるかもしれないが、人によって
は、性格的に謙虚で自分のことを客観的に捉
えている子どもがいるという面もあるかもしれ
ない。

・総務
・教務主任
・各教科主任

●運動習慣の改善や定着化 ○授業以外で外に出て遊ぶ日が１週間
で3日以上の児童を80％以上にする。

・保健だよりを活用する。
・運動時間について口頭で尋ね、定期的
に外で身体を動かすように呼びかける。
・やまびこ広場にて、運動の大切さを伝
え、身体を動かすことのよさを考える場
を設ける。

A

・保健便りを毎月配布した。また、熱中症予防のため、
暑さ指数の掲示や昼休みに水分補給の放送を行った。
・6～7月は雨天が多く、呼びかける機会が少なかった。
2学期以降も引き続き外遊びを呼びかける。
・運動の大切さについての山びこ広場は11月に実施予
定。 A

・毎月、保健だよりを発行することができた。
・マラソンタイム、縄跳びタイムなどを通して外遊びを続けて呼び掛
け、アンケート結果より、「授業外の取組が運動習慣の改善につな
がっている」と答えた保護者が94％あり、効果的な取り組みだった。
・やまびこ広場で運動の大切さについて話をし、運動をするように
呼び掛けた。アンケート結果より、83％の児童が「進んで運動して
いる」と答えており、今後も継続していきたい。

A

・我々が小さい頃は、遊びと言えば、近所の子と
の外遊びだった。最近は、家でゲームをして過ご
す子どもが多いのではないかと思うが、持久走記
録会でのがんばりを見て、良いなと思った。
・学校では、子どもたちがマラソンタイムやなわと
びタイムに意欲的に取り組んでいると先生方から
お聞きして、安心した。

・保体部

○食育の充実 ○健康に良い食事をしている児童の割
合を７０％にする。

・給食時間ややまびこ広場において、望
ましい食習慣や食に関する指導を行う。
・保健だよりと給食だよりを活用し、家庭
でも偏食をなくすよう協力を呼びかける。

A

・栄養教諭提供の食育のパワーポイントを利用して、毎月各
学級で給食時間に視聴し継続的に指導した。
・食育についてのやまびこ広場は、栄養教諭による資料提供
で、１月に実施予定である。
・保健だよりや食育だよりは毎月発行できた。栄養教諭による
食育指導を、３・４年生で実施することができた。

A

・養護教諭等によるやまびこ広場は実施できた。食育指導では、ふ
るさと食材の日に、栄養教諭による動画視聴を実施した。
・栄養教諭による食育指導を、３・４年生で実施。給食週間では、栄
養教諭の講話を聞き、給食センターへのお礼のメッセージを書き、
感謝の気持ちを伝えることができた。

A

・栄養教諭は、常時勤務ということではないようだ
が、機会を捉えて食育の授業をしておられること
が分かった。その取組を今後も続けていってほし
い。

・保健主事
・食育推進担当者

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
○毎週金曜日の定時退勤日を守る職員を
100％にする。

・定時退勤日を週に1日設定し、確実に取り
組むよう、呼びかけていく。
・見通しをもって早くから取り組むなど、タイ
ムマネジメントの意識化を図る。
・学年毎で使用するデータの共有化を図る。

A

・定時退勤日には早めに退勤し、それ以外の日も時間を意識
できている。時間外勤務の上限を遵守している。
・職員のタイムマネジメント意識が高く、見通しをもって仕事に
取り組めている。
・欠席連絡や学校からのお便りの配信にはキュベルを使い、
さらにICT化を進めている。

A

・どの職員もタイムマネジメント意識が高く、89％の職
員が、時間外の勤務時間を減らすことができ、仕事の
効率化を図っていると考えている。
・欠席等保護者連絡アプリを有効的に使い、欠席連絡
等もスムーズに行えている。

A

・業務時間の記録はどのようにしておられるのかが、説
明を聞いてパソコンでのタイムカード的なことだと分
かった。どの先生方も朝早くから勤務されておられるよ
うだ。校長先生の説明では、昨年からすると先生方の
時間外勤務時間が１時間減っていると分かって良かっ
た。
・ICT機器をうまく使っておられるようだ。

・総務

●特別支援教育の充実

〇校内支援体制の整備
〇支援学級在籍児童及び担任教師へ
の支援

○専門性が高まったと思える教職員８０％以上
にする。

・外部講師による研修会を年に１回開催する。
・必要に応じてケース会議・担任との懇談、取り
出し支援を行う。
・個別の教育支援計画、個別の指導計画の作
成・実施・評価を呼びかける。

A

・ミニ講座、外部講師による研修会を開催した。
・児童の支援については適宜担任と情報交換して授業参観を
し、支援グッズを作成して配布した。
・取り出し支援は２学期から開始する。
・支援計画・指導計画の作成は完了した。

A

・発達障害に関するミニ研修会を開き、基本的な困り感とその対応
についてグループワークをした。
・担任とは日常的に児童の様子や支援について情報共有できた。
・取り出し支援を3時間行った。ファイルで支援の様子を伝えた。
・個別の教育支援計画、指導計画の評価を行い、次年度へつなげ
る準備をした。

A

・人数は少ないものの、多様なお子さんがおら
れてその対応が難しいと思う。今後もよろしく
お願いしたい。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・各担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特色ある学校づくり

○地域の素材を生かした学習活動 ○校区内の「人、自然、もの、行事」に愛
着をもち、これからも大切にしていきたい
と思う児童を90％以上にする。

・地域人材を活用することで地域の方々
との交流や体験活動を積極的に行う。
・地域の特色を生かし、社会科や生活
科、総合的な学習の時間等と関連付け
ることで学習内容の充実を図る。

A

・地域の方をゲストティーチャーとして学校に招いたり、
こちらから出向いたりして、積極的な交流ができてい
る。
・地域素材を活用して各教科と関連させた学習を展開
している。児童は、熱心に話を聞き、地域に愛着を抱い
ていることがうかがえる。

A

・地域に出向いての調べ学習や、ゲストティーチャーを招い
ての活動など、地域人材の活用を積極的に行い、地域の特
色を生かした学習を進めることができた。
・アンケートでは児童の94％が「これからもずっと地域の人・
もの・ことを大切にしていきたい」と回答し、地域のよさを感じ
取っていた。保護者については、昨年より肯定的に捉える保
護者が増え、十分に成果が出ている。

A

・外部人材を招いたり、出向いて行ったりされ
てたくさんの取組をされたことが分かった。以
前、ある企業の募集に当たり、洋式トイレが設
置されたという経緯もあるが、そのように県や
その他の募集に積極的に応募していってほし
い。

・総務
・各教科主任

○危機管理

○情報モラルの指導 ○情報モラルについて、インターネット上
の危険やSNSの適切な使い方を十分に
理解できている児童を80％以上にする。

・アンケートを実施し、児童のインター
ネット機器や環境についての実態を把
握する。その結果を基に指導内容の精
選を行い、学期に１回以上の指導を実
施する。

A

・6月に全校児童にSNSについての話をし、
SNSの危険性を伝えた。
・2学期にアンケートを取り、SNSの適切な使
い方の資料を配布する予定。 A

・外部の方を呼んで、生活部と連携し、スマホタブレット講習会を１
月に行うことができた。
・アンケート結果より、「教師の指導でSNS等の正しい理解につな
がっている」と答えた保護者は86％、児童は100％だった。保護者と
児童のアンケート結果にひらきが見られるので、使い方について
は、児童が思うほどの成果につながっていないと思われる。今後も
続けて指導したり、資料を配布して呼び掛けたりする必要がある。

A

・今の親世代は、自分たちも小さい頃にゲームをしてきた世代
である。そのような状況の中で子どもだけではなく、親のSNS
等に対する危険性への理解も必要と思うが、今回教育講演を
されてよかったと思う。
・子どもたちが自分の部屋に行くと何をしているかの把握が難
しい。子どもたちの気配を感じられるようにして、親の近くで使
わせるなどの工夫をすればよいのではないか。また、ルール
も作りも大切であろう。

・情報教育担当者

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全体的な評価結果として、全項目でAの評価が多く、一定の成果が見られた。
・昨年度の課題から、今年度の校内研は、「自分の思いや考えをもち、進んで表現できる児童の育成」を目指してきた。自分の思いや考えを表現するということに関しては、まだ消極的な面が見られる。今後も内容の見直しや取り組みの工夫を行っていく必要がある。
・今年度も地域の方に来校いただいたり、調べ学習や体験活動をするために地域各所に積極的に出かけたりした。さらに、地域以外の外部人材の活用も積極的に行った。市街地から離れている本校の子どもたちは、図書館も遠く、文化的なことや科学的なことに触れる機会が少ない。今後も県などの募集には積極的に応募して、機会を増やしていきたい。
・情報モラルの指導については、集会や学級指導等で取り組んできた。しかし、児童と保護者とのアンケートの結果から、意識に違いがあることが分かった。今年度は、親子がそろって講話を聞く機会を設けたが、保護者から「子どもたちにとって分かりやすい話で、大変参考になった」という意見もいただいた。更に、集会等で取り上げた話について発信するなど
して、家庭に知らせ、児童の理解が実践につながるように継続して指導していきたい。
・学校評価における成果指標や具体的取組の設定は、数値目標や具体的な行動を挙げることで、ゴールを見据えながら指導にあたってきた。今年度は自己目標申告書を作成した後の面談で自己目標と学校目標をリンクさせるようにと話し、書き直したり追加したりすることができた職員もいた。次年度以降も学校教育目標の達成に向けて組織的、また個人とし
ても継続して取り組めるようにしたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

全体的な評価結果として、全項目でＡまたはＢの評価で一定の成果が見られた。学力の向上に関しては、自分の考えをもつことに課題が見られるので、児童の実態に合わせた内容の見直しや取り組みの工夫を行っていく必要がある。地域学習を
通して、地域のよさを感じ取ることができた。情報モラルについては、学校での取り組みを家庭に知らせ、児童の理解が実践につながるように継続して指導していく必要がある。次年度は、自己目標申告書とリンクさせることで、学校教育目標の達成
に向けて組織的、また個人としても継続して取り組めるようにし、教職員、保護者、地域が共に関わりを深めながら取り組んでいきたい。

２　学校教育目標 　感謝の心を大切にし、自ら学び・行動する人間性豊かな児童の育成

３　本年度の重点目標

○　「ありがとう」と言える心を育てる（豊かな心）

○　健康的な生活の実践意欲を育てる（健やかな体）

○　実態に合う指導で学ぶ意欲を育てる（学力の向上）

学校名 伊万里市立山代西小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


